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女性冷え性に対するイチョウ葉エ キスの臨床効果

○盛政　忠臣

脳神経センタ
ー
大 Eヨ記念病院

［目的］ ヨ
ーロ ッ パ で は 既 に医薬品と して、「イチ ョ ウ葉エ キ ス 剤」が認知機能障害を伴う

種々 の 症状を緩和する目的で 、痴呆症や ア ル ツハ イマ ー病に使用されて い る。ア メ リカ にお

い て も痴呆症 に対する臨床試験が実施 され た 。 最近著者らは、脳梗塞後遺症に対する 「イ

チ ョ ウ葉エ キ ス 」の 臨床効果に つ い て報告 した。そ の 中、効能が
一部示された、冷え性に つ

い て の 臨床評価に つ い て 多施設オ
ープン ス タデ ィ

ーとして臨床的評価を行 っ たの で報告する。

［方法lTPGの イチ ョ ウ葉エ キ ス 錠を用い た。

［対象］外来通院患者 31名。 全て、医師よりイン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トを行い 本人の 自由意

志に よ り協力して頂い た 。 副作用を含め て 、途中で 中止になっ た症例は無か っ た 、

［評価方法］摂取開始後4週問目後に 26項目の ア ン ケ
ー

トに4段階（改善、やや改善、変化

無し、増悪）の 自己評価に よる 。

一
部の 症例につ い て は、サー

モ グラ フ ィ
ー

に よる体表面温度

の 経時的な変化を測定した。

［結果］ア ン ケ
ートを回収し統計処理を行っ た 。 結果、この イチ ョ ウ葉エ キス は、全例に対

して 、冬季お よび夏季の ク
ー

ラ
ー
病に対 して、有効 で あ る こ とが示され た 。

［考察］冷え性の 悩みを持つ 女性は 多く、冬期に足先が冷えて寝 つ きが悪 い とい っ た症状ば

か りで な く、夏にもい わゆるク
ー

ラ
ー
病と呼ばれる冷え性がある。原因につ い て は、血管神

経ならびに自律神経などの 関与が示唆されるが、不明な部分が残され て い る 。 イチ ョ ウ葉エ

キス の作用 として末梢微小循環の血流の改善が考えられる 。 演者らが報告した前報の臨床例

の 中で、冬に靴下 を着用 しない と足先が冷えて寝つ きが悪 い が イチ ョ ウ葉エ キス を摂取 し始

めて週間目から靴下無しで も眠れる ようになっ た とい う人が数名い た 。
こ れらの改善を年齢

分布で検討 したが、特徴的な差異は認め られなか っ た 。

　
‘

肩 こ り
”

が改善を示した症例も示された 。 緊張性頭痛が改善 された症例 も示された 。 さら

に、便秘が改善 した症例 も示された 。 臨床薬理効果 の発現は イチ ョ ウ葉エ キス服用の 1〜6

週間以内に既 に認め られた。

　こ れ らの作用機序につ い て は、今後 の 詳細にわた る検討が必要と考える。 本研究は多施設

オ
ー

プ ン ス タデ ィ
ーとして以下 の先牛方の協力を得て実施中の 中間報告で ある。
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一

（京都府立医科大学第
・
内科）、石岡達司

（宮本整形外科病院）、杉山順 r・（大伝馬町耳鼻咽喉科）の 各先生 に感謝します。
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